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滋賀の水環境ビジネスの取組について

令和５年度（2023年度）



しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度
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アジア分科会

■アジア分科会とは：
アジアの水環境課題や現地ニーズについて調査を行い、会員企業に情報提供することにより、同地域でのビジネ
ス展開について検討する分科会。

■会議の開催状況：
①第１回 インドネシアでのプロジェクト組成

令和５年（2023年） ９月13日 〔於〕オンライン 〔参加者数〕９名

②第２回 インドネシアにおける技術ニーズ紹介等
令和６年（2024年） ２月20日 〔於〕オンライン 〔参加者数〕11名

研究・技術分科会

■研究・技術分科会とは：
平成29年４月の国立環境研究所琵琶湖分室の設置を契機として、滋賀県では、生態系に配慮した新たな水質管理
の手法、在来魚介類の回復に資する研究を実施している。その成果等を、企業や大学などの研究機関との協働のも
とで、水環境ビジネスに関連する技術開発や水産業の振興につなげていくために設立した分科会。

■会議の開催状況：
①「ネイチャーポジティブの実現に向けた水環境ビジネスの展開」
令和５年（2023年） 10月27日 〔於〕滋賀県危機管理センター 〔参加者数〕29名

②流域生態系を活用した防災・減災を実現するための技術～Eco-DRRにおける水環境ビジネスの役割と可能性～
令和６年（2024年） ２月６日 〔於〕滋賀県大津合同庁舎３－A会議室 〔参加者数〕19名
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滋賀県水環境ビジネス海外展開事業化モデル事業（しが水環境ビジネス推進フォーラム会員）

プロジェクト名 対象国 実施期間 メンバー（◆：申請企業）

メコンデルタ地域における内陸型水産養
殖場汚泥回収及び資源化事業

ベトナム
令和５年（2023年）6月
～令和６年（2024年）2月

㈲ヴァンテック◆、栗東総合産
業㈱、VANTECH VIETNAM

ベトナムにおける微生物・植生による水質
浄化事業

ベトナム
令和５年（2023年）7月
～令和６年（2024年）2月

大洋産業㈱◆、DEWX

VIETNAM

ニジェール国における飲料水用浄化機器
を使った調査及び実証実験

ニジェール
令和５年（2023年）7月
～令和６年（2024年）2月

辻プラスチック㈱◆、㈱ウイル
ステージ

アメリカにおける水質分析、水処理ビジネ
スモデル実証試験

米国
令和５年（2023年）６月
～令和６年（2024年）2月

㈱日吉◆、XDSI社

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

しが水環境ビジネス推進フォーラムセミナー

■しが水環境ビジネス推進フォーラムセミナーとは：
フォーラム会員のネットワーク構築・強化および本県の水環境ビジネスの推進に資する情報をフォーラム会員や県

民を対象に提供することを目的に開催するセミナー

■セミナーの開催状況：
～アジアでの水環境ニーズと広がるビジネスチャンス～
令和５年10月16日〔於〕滋賀県庁大津合同庁舎７－D会議室 〔参加者数〕28名
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JICA草の根技術協力事業

■事業名： 琵琶湖モデルを活用したハロン湾・カットバ島沿岸水域の適切な保全に向けた支援
■実施団体： 滋賀県、㈱KANSOテクノス、㈱エフウォーターマネジメント、㈱長大、㈱日吉
■実施期間： 令和２年（2020年）３月〜令和６年（2024年）６月
■対象国・地域： ベトナムハイフォン市カットバ島
■活動対象： 行政機関、事業者、住民
■活動概要
・排水処理施設運営・管理のための制度・計画の策定支援
・排水処理施設の運営・管理能力の向上支援
・カットバ島沿岸水域のモニタリング能力の向上支援
・産官民連携活動の強化支援

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

ハイフォン市天然資源環境局との面談の様子（令和５年５月） 最終報告会の様子（令和６年１月）
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ベトナム地方行政機関職員の受入れ研修実施（JICA草の根技術協力事業関係）

■日程： 令和５年７月23日（日）～７月29日（土）
■研修対象者： ベトナム地方行政機関の職員（ハイフォン市、クアンニン省等） 6名

（ハイフォン市人民委員会農業資源部長、ハイフォン市人民委員会天然
資源環境局海島支局課長、カットハイ郡人民委員会天然資源環境課長、
クアンニン省計画投資局職員 など）

■研修内容：
水質が悪化した琵琶湖をどのようにして改善してきたか、講義や関連施設への視察を通して学ぶ

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

月日 内 容

7/23 （日） ・オリエンテーション

7/24 （月） ・講義（琵琶湖の保全施策概要・琵琶湖モデルの
本質を考える）
・視察（琵琶湖環境科学研究センター）

7/25 （火） ・視察（西の湖・権座）
・講義（東近江市のエコツーリズム推進について）
・視察（伊庭エコツアー）

7/26 （水） ・表敬（滋賀県商工観光労働部長）
・講義（環境教育）
・講義（琵琶湖システム）
・プロジェクトに関する意見交換

月日 内 容

7/27（木） ・視察（㈱日吉など県内企業等）

７/28（金） ・成果発表会
・修了式
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ベトナム地方行政機関職員の受入れ研修実施（JICA草の根技術協力事業関係）

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

講義の様子 権座エコツアー見学 部長表敬

琵琶湖環境科学研究センター施設 見学 株式会社日吉視察 修了式
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二つの水処理技術の展示会へ「しが水環境ビジネス推進フォーラム」として出展

■名称： 2023洗浄総合展
■日程： 令和５年（2023年）11月29日(水)～12月１日（金）
■会場： 東京ビッグサイト
■規模： 142企業・団体が出展 来場者27,755人。
■内容：
• しが水環境ビジネス推進フォーラムのブースには、２者（岡本電気

㈱、昭和バルブ㈱）が出展。

• フォーラム事務局スペースでは、滋賀の水環境ビジネスの取組や
滋賀県のこれまでの琵琶湖保全の取組などを紹介。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

セミナーの様子

フォーラムブース

■名称： InterAqua2024
■日程： 令和６年（2024年）１月31日(水)～２月２日（金）
■会場： 東京ビッグサイト
■規模： 来場者42,034人（同時開催展含む）
■内容：
• しが水環境ビジネス推進フォーラムのブースには、４者（岡本電気

㈱、WEF技術開発㈱、大洋産業㈱、龍谷大学）が出展。

• フォーラム事務局スペースでは、滋賀の水環境ビジネスの取組や
滋賀県のこれまでの琵琶湖保全の取組などを紹介。

• WEF技術開発㈱、大洋産業㈱、フォーラムの３者がセミナーを開催
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

ベトナム ビール・アルコール・飲料協会と連携した水環境分野ビジネスマッチング

■日時：令和５年（2023年）11月３日（金）
■会場：Bong Sen Hotel（ベトナム・ホーチミン市）
■内容：ベトナム ビール・アルコール・飲料協会（VBA）と連携し、ベトナム企業５社

とフォーラム会員７社とのビジネスマッチングを実施。
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JETRO滋賀との連携

①水・環境分野アジア各国における現地ニーズ調査

■対象国・エリア：インドネシア・ジャカルタ、バングラデシュ・ダッカ

■開催方法：製品・技術情報シートを基に、現地の専門家が有望バイヤーに具体なニーズをヒアリング

ヒアリングで得た関心情報等をレポートとして還元

②水・環境分野オンライン商談会

■対象国・エリア：中国・上海、インド・ベンガルール

■参加企業数：滋賀県内外の企業18社が商談実施

③ベトナム 水・環境分野「ミッション派遣」（現地商談会）

■対象国・エリア：ベトナム・ホーチミン

■参加企業数：フォーラム会員の企業５社が参加

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度

ミッション派遣での商談会の様子
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JICA課題別研修

（水資源の持続可能な利用と保全のための統合的湖沼・河川・沿岸流域管理）

研修生へのしが水環境ビジネス推進フォーラムの紹介

■日時：令和６年（2024年）１月23日（火）
■会場：滋賀県危機管理センター
■内容：
・11か国（アルバニア、中央アフリカ共和国、チャド、キューバ、エルサルバドル、インド、ニカラグア、ナイジェ
リア、南スーダン、バングラデシュ、メキシコ）からのJICA研修員12名に対して滋賀県の取組およびしが水環
境ビジネス推進フォーラムについて紹介。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度
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ITベンダーとフォーラム会員とのマッチング

■開催期間： 令和６年（2024年）２月21日（水）～３月８日（金）
■開催方法： オンライン
■内容： フォーラム会員によるデジタル技術を活用した海外展開を加速化させることを目的に、フォーラム会員と

ITベンダー（オプテックス株式会社、株式会社エステム）とのマッチングイベントを開催

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R5年度


